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iMCでの SQL Server2012 

iMCをインストールする前に、iMCデータの保存に使用するデータベースサーバーに SQL Serverをイン

ストールするか、iMCをインストールするサーバーに SQL Serverをインストールしてください。 

このドキュメントでは、Microsoft SQL Server2012 のインストールおよび構成手順について説明します。

iMC用のデータベースの使用の詳細については、H3C iMCデプロイメントガイドを参照してください。 

データベースを別のデータベースサーバーにインストールする場合は、次のガイドラインに従ってくださ

い。 

• iMCをインストールする前に、SQL Serverクライアントを iMCと同じサーバーにインストールします。

クライアントのバージョンは、SQL Serverデータベースのバージョンと一致する必要があります。 

• データベースサーバーで、iMC データを格納するファイルフォルダーを作成します。図１に示すように、

iMCのインストール中にフォルダーへのローカルパスを指定する必要があります。 

図１ iMCインストール時の Database Configurationダイアログボックス 

 
 

 注: 

Microsoft SQL Serverライセンスのインストールソフトウェアを使用してください。ローカライズされたソフ

トウェアやその他の未承認のエディションは、データベースのインストールと操作に失敗する可能性があ

ります。 
 



2 

インストールの準備 

SQL Server をインストールする前に、サーバーをインストールするコンピュータで次のタスクを実行しま

す。 

• SQL Server2012に必要な.NET Framework3.5をインストールします。デフォルトでは、.NET 

Framework3.5はWindows Server2012R2にインストールされません。 

• TCPポート 1443を開くには、Windowsファイアウォールを無効にします。既定では、Microsoft 

WindowsはWindowsファイアウォールが有効になっております。Windowsファイアウォールはポー

ト 1443を閉じて、インターネットコンピュータが SQL Serverの既定のインスタンスに接続できないよ

うにします。 

NET Framework3.5のインストール 

次の手順では、.Net Framework3.5をWindows Server2012R2にインストールする方法について説明し

ます。 

1. 図２に示すように、Windows Server2012R2インストールCDまたは ISOイメージ内の sources/sxs

フォルダーをディスクパーティション(ドライブ Cなど)のルートディレクトリにコピーします。 

図２ sources/sxsフォルダーをコピーする 

 
 

2. 次のコマンドを実行して、Windows PowerShellを管理者として実行します。 

インストール-WindowsFeature-Name NET-Framework-Core-source c:\sources\sxs 

c:\sources\sxsはコピーしたフォルダーのパスです。必要に応じてパスを編集します。 

図３に、インストール結果を示します。 
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図３ インストール結果 

 
 

Windowsファイアウォールを無効にする 

1. スタート > コントロールパネル > システムとセキュリティ > Windowsファイアウォールを選択します。 

Windowsファイアウォールページが開きます(図４を参照)。 

図４ Windowsファイアウォールページ 

 
 

2. Windowsファイアウォールを有効または無効にする、を選択します。 

Customize Settingsページが開きます(図５を参照)。 
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図５ Customize Settingsページ 

 
 

3. ホームネットワークまたは職場(プライベート)ネットワークの場所の設定とパブリックネットワークの場

所の設定の両方でWindowsファイアウォールを無効にする(非推奨)を選択し、OKをクリックします。 

図６ Windowsファイアウォールを無効にする 
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SQL Server2012のインストール 

1. インストールプログラムを実行します。 

SQL Server Installation Centerウィザードが開きます(図７を参照)。 

図７ SQL Server Installation Centerウィザード 

 
 

2. ナビゲーションツリーでインストールを選択し、新規 SQL Serverスタンドアロンインストールを選択す

るか、既存のインストールに機能を追加します。 

Setup Support Rulesページが開きます(図８を参照)。 

SQL Serverセットアップサポートファイルのインストール時に発生する可能性のある問題を特定する

ために、システムによってチェックが実行されます。 
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図８ Setup Support Rulesページ 

 
 

3. チェックが完了したら、OKをクリックします。 

プロダクトキーページが開きます(図９を参照)。 
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図９ プロダクトキーページ 

 
 

4. プロダクトキーを入力し、次へ、をクリックします。 

License Termsページが開きます(図１０を参照)。 
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図１０ License Termsページ 

 
 

5. ライセンス条項に同意します、を選択し、次へ、をクリックします。 

Product Updatesページが開きます(図１１を参照)。 

図１１ Product Updatesページ 
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6. SQL Server製品の更新を含める、をオフにし、次へ、をクリックします。 

Install Setup Filesページが開きます(図１２を参照)。 

図１２ Install Setup Filesページ 

 
 

セットアップファイルが正常にインストールされると、Setup Support Rulesページが開きます(図１３

を参照)。 

SQL Serverセットアップファイルのインストール時に発生する可能性のある問題がチェックされま

す。 
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図１３ Setup Support Rulesページ 

 
 

7. チェックが完了したら、次へ、をクリックします。 

Setup Roleページが開きます(図１４を参照)。 

図１４ Setup Roleの設定ページ 
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8. SQL Server機能のインストールを選択し、次へ、をクリックします。 

Feature Selectionページが開きます(図１５を参照)。 

図１５ Feature Selectionページ 

 
 

9. インストールする機能を選択し、Shared feature directoryおよび Shared feature directory(x86)フィ

ールドでディレクトリを指定します。 

共有機能ディレクトリおよび共有機能ディレクトリ(x86)フィールドのデフォルト設定は、それぞれ

C:\Program Files\Microsoft SQL Serverおよび C:\Program Files(x86)\Microsoft SQL Serverで

す。変更できるのはドライブ文字のみです。ディレクトリに十分な領域を持つ別のドライブを指定でき

ます。この例では、ディスクドライブ Dを使用します。 

10. 次へ、をクリックします。 

Installation Rulesページが開きます(図１６を参照)。 

インストーラはコンピュータ上のインストール環境をチェックします。 
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図１６ Installation Rulesページ 

 
 

11. 次へ、をクリックします。 

Instance Configurationページが開きます(図１７を参照)。 

図１７ Installation Rulesページ 
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12. SQL Serverのデフォルトインスタンスまたは名前付きインスタンスをインストールします。 

 デフォルトインスタンスをインストールするには、デフォルトインスタンスを選択し、インスタンス ID

を指定します。デフォルトインスタンス IDはMSSQLSERVERです。 

 名前付きインスタンスをインストールするには、名前付きインスタンスを選択し、インスタンス IDを

指定します。iMCのインストール時にインスタンス名を指定する必要があります。 

この例では、Default instanceを選択し、デフォルトインスタンスMSSQLSERVERを使用します。 

13. 次へ、をクリックします。 

Disk Space Requirementsページが開きます(図１８を参照)。 

選択した機能に必要なディスク容量が計算され、ディスク使用量の結果がチェックされて表示されま

す。 

図１８ Disk Space Requirementsページ 

 
 

14. 次へ、をクリックします。 

Service Accountsタブには、SQL Serverサービスのログインアカウントとサービススタートアップタ

イプが表示されます(図１９を参照)。 
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図１９ Service Accountsタブ 

 
 

15. Service Accountsタブのデフォルト設定を使用します。 

でSQL Serverの名前付きインスタンスを選択した場合は、SQL Serverブラウザサービスのスタート

アップの種類を自動に設定します。 

16. 照合タブをクリックします(図２０を参照)。 
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図２０ 照合タブ 

 
 

17. デフォルトの照合設定を使用するか、特定の言語の要件に合わせて設定を変更し、次へ、をクリック

します。 

Database Engine Configurationページが開きます(図２１を参照)。 
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図２１ Database Engine Configurationページ 

 
 

18. Authentication ModeでMixed Modeを選択し、ユーザーsaのパスワードを設定して、SQL Server

管理者を追加します(図２２を参照)。 

• SQL Server2012にはパスワードの複雑さに関する要件があります。詳細については、SQL 

Server2012のオンラインヘルプを参照してください。 

• インストール中に iMCが saログオンパスワードを正しく識別できるように、パスワードに次の文

字が含まれていないことを確認してください。 

 左山カッコ(<) 

 右山カッコ(>) 

 縦棒() 

 タブ(\t) 

• saユーザーのパスワードに以前の文字を含める必要がある場合は、iMCインストールの前に

saユーザー権限を持つスーパーユーザーを作成します。スーパーユーザーのパスワードに前

の文字が含まれていないことを確認してください。データベーススーパーユーザーの作成につ

いては、「superuserの変更」を参照してください。 
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図２２ SQL Server管理者の指定 

 
 

19. Data Directoriesタブのデフォルト設定を使用します(図２３を参照)。 

図２３ Data Directoriesタブ 
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20. FILE STREAMタブのデフォルト設定を使用します(図２４を参照)。 

図２４ FILE STREAMタブ 

 
 

21. 次へ、をクリックします。 

Error Reportingページが開きます(図２５を参照)。 
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図２５ Error Reportingページ 

 
 

22. 既定の設定を使用して、次へ、をクリックします。 

Installation Configuration Rulesページが開きます(図２６を参照)。 
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図２６ Installation Configuration Rulesページ 

 
 

23. 次へ、をクリックします。 

Ready to Installページが開きます(図２７を参照)。 
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図２７ Ready to Installページ 

 
 

24. インストールをクリックします。 

Installation Progressページが開きます(図２８を参照)。 

図２８ Installation Progressページ 
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25. インストールが完了したら、次へ、をクリックします。 

Completeページには、インストールおよびその他の重要な注意事項に関するサマリーログファイル

へのリンクが表示されます(図２９を参照)。 

図２９ Completeページ 

 
 

26. 閉じる、をクリックします。 

27. オペレーティングシステムを再起動します。 
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SQL Serverライセンスの登録 

SQL Serverは、次のライセンス登録モードをサポートしています。 

• ユーザーごとのライセンス SQL Server 2012l Developerおよび Parallel Data Warehouseの登録

に使用します。 

• コアごとのライセンス:SQL Server 2012以降のバージョンを登録するために使用します。SQL 

Serverコンポーネントとともにインストールされるサーバーの場合、コアライセンス数はすべてのプロ

セッサ上のコアの合計数によって決定されます。コアごとに 1つのコアライセンスを購入する必要が

あります。コアの数が 1つのプロセッサ上の 4つ未満の場合でも、そのプロセッサには 4つのコアラ

イセンスが必要です。コアごとのライセンスでは、SQLサーバーと iMCサーバーの数は関係ありま

せん。コアごとのライセンスは、複数のSQLサーバーと IMCサーバーを含むネットワークに適用でき

ます。図３０に、SQL Server 2012のコアごとのライセンスの例を示します。 

図３０ Per Coreライセンス 

 
 

• サーバー/CALライセンス:サーバー/CALライセンスの数は、SQLサーバーおよび iMCサーバーの

数によって決まります。SQLサーバーごとにサーバーライセンスを購入し、iMCサーバーごとに CAL

ライセンスを購入する必要があります。サーバー/CALライセンスは、SQLサーバーおよび iMCサー

バーが少ないネットワークに適用できます。図３１に、SQL Server2012のサーバー/CALライセンス

の例を示します。 
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図３１ サーバー/CALライセンス 

 
 

ライセンス登録モードを選択する前に、iMC展開環境を決定します。 

• iMCが集中モードで展開されている場合は、iMCサーバー専用の CALライセンスを購入してくださ

い。 

• iMCが分散モードで展開されている場合は、SQL Serverにアクセスする必要がある iMCサーバー

ごとに CALライセンスを購入します。 

SQL Serverライセンス登録の詳細については、Microsoftのマニュアルを参照してください。 
 

 注: 

ライセンス登録モードは、SQL Server2012/2014/2016/2017の Standard Editionおよび Enterprise 

Editionに適用されます。Express Editionなどの他のエディションのライセンスを購入する必要はありま

せん。 
 



25 

SQL Serverクライアントのインストール 

インストール手順 

 重要: 

すべての iMCサーバ(下位サーバを含む)にSQL Serverクライアントをインストールする必要があります。 
 

SQL Serverクライアントをインストールするには、次の手順に従います。 

1. SQL Server2012インストールプログラムを実行します。 

2. Feature Selectionページで、フィーチャーを選択します(図３２を参照)。 

Feature Selectionページの表示については、「SQL Server 2012のインストール」を参照してくださ

い。 

図３２ Feature Selectionページ 

 
 

3. 次へ、をクリックします。 

Installation Rulesページが開きます(図３３を参照)。 
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図３３ Installation Rulesページ 

 
 

4. 次へ、をクリックします。 

Disk Space Requirementsページが開きます(図３４を参照)。 

選択した機能に必要なディスク容量が計算され、ディスク使用量の結果がチェックされて表示されま

す。 
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図３４ Disk Space Requirementsページ 

 
 

5. 次へ、をクリックします。 

Server Configurationページが開きます(図３５を参照)。 

図３５ Server Configurationページ 
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6. 次へ、をクリックします。 

Error Reportingページが開きます(図３６を参照)。 

図３６ Error Reportingページ 

 
 

7. デフォルト設定を使用します。次へ、をクリックします。 

Installation Configuration Rulesページが開きます(図３７を参照)。 
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図３７ Installation Configuration Rulesページ 

 
 

8. 次へ、をクリックします。 

Ready to Installページが開きます(図３８を参照)。 

図３８ Ready to Installページ 
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9. インストール情報を確認し、インストールをクリックします。 

Installation Progressページが開きます(図３９を参照)。 

図３９ Installation Progressページ 

 
 

インストールが完了すると、Completeページが開きます(図４０を参照)。 
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図４０ Completeページ 

 
 

10. 閉じる、をクリックします。 

11. オペレーティングシステムを再起動します。 

接続性のテスト 

クライアントと SQL Serverデータベース間の接続をテストするには、次の手順を実行します。 

1. スタートメニューからファイル名を指定して実行、を選択し、ファイル名を指定して実行、ダイアログボ

ックスに cmdと入力します。 

2. CMDウィンドウで、次のいずれかのコマンドを入力します。 

 デフォルトインスタンスの場合: 

osql-S172.21.1.191-U sa-P iMC123456 

 名前付きインスタンスの場合: 

osql-S172.21.1.191\インスタンス名-U sa-P iMC123456 

これらのコマンドでは、172.21.1.191は SQL Serverデータベースの IPアドレス、saおよび

iMC123456はデフォルトスーパーユーザーのユーザー名とパスワード、instancenameは名前付き

インスタンスを表します。 

SQLコマンドプロンプトが表示されている場合は、SQL Serverデータベースに接続しています(図４１を参

照)。 
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図４１ 接続性のテスト 
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SQL Server2012の構成 

次に、SQL Serverデータベースを構成する手順と手順を説明します。 

TCP/IPプロパティの構成 

1. Start > All Programs > Microsoft SQL Server2012 > SQL Server Configuration Managerを選択

します(図４２を参照)。 

図４２ SQL Server Configuration Managerの起動 

 
 

SQL Server Configuration Managerが開きます(図４３を参照)。 

図４３ SQL Server Configuration Manager 
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2. ナビゲーションツリーで、SQL Server Network Configuration > Protocols for MSSQLSERVERを

選択します。 

3. TCP/IPを右クリックし、ショートカットメニューからプロパティを選択します。 

TCP/IP Propertiesダイアログボックスが開きます(図４４を参照)。 

図４４ TCP/IP Propertiesダイアログボックス 

 
 

4. プロトコルタブで、Listen Allに Yesが選択されていることを確認します。 

5. IP Addressesタブをクリックし、各 IPアドレスの Enabledオプションで Yesを選択し、TCP Portを

1433に設定します(図４５を参照)。 
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図４５ IP Addresses タブ 

 
 

6. 閉じる、をクリックします。 

設定を検証するためにデータベースサービスを再起動する必要があることを示すメッセージが表示

されます。 

7. 閉じる、をクリックします。 

8. SQL Serverサービスを再起動します。詳細については、「SQL Server Serviceの再起動」を参照し

てください。 
 

 注: 

• プロトコルタブの Listen Allで Yesを選択すると、IPアドレスが変更された後に SQL Serverによって IPアドレス

設定が自動的に更新されます。Noを選択した場合は、IPアドレスを手動で更新します。 

• 名前付きパイププロパティも同じ方法で有効にできます。 

• 分散配置では、すべてのデータベースサーバーが同じリスニングポートを使用するように構成してください。 

 

SQL Serverの最大サーバーメモリーの変更 

最適なパフォーマンスを確保するために、SQL Serverはプリエンプティブであり、2147483647MBのデフ

ォルトの最大サーバーメモリー設定を使用します。IMCと SQL Serverが同じサーバーにインストールされ

ている場合は、SQL Server の最大サーバーメモリーを減らす必要があります。ベストプラクティスとして、

最大サーバーメモリーをサーバーの物理メモリーの半分に設定してください。 

SQL Serverの最大サーバーメモリーを変更するには、次の手順を実行します。 

1. スタート > すべてのプログラム > Microsoft SQL Server2012 > Microsoft SQL Server 

Management Studioを選択します。 
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データベースログインダイアログボックスが開きます(図４６を参照)。 

図４６ データベースログインダイアログボックス 

 
 

2. Authenticationリストから SQL Server Authenticationを選択します。 

3. ログインフィールドにスーパーユーザーのユーザー名 saを入力し、パスワードを入力して、接続をク

リックします。 

Microsoft SQL Server Management Studioページが開きます(図４７を参照)。 

図４７ Microsoft SQL Server Management Studioページ 

 
 

4. サーバー名を右クリックし、ショートカットメニューのプロパティを選択します。 

サーバーのプロパティページが開きます。 

5. ナビゲーションツリーでMemoryを選択し、サーバーの最大メモリーをサーバーの物理メモリーの半

分に設定して、OKをクリックします。この例では、2048MBを使用しています。 
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図４８ SQL Serverのメモリオプションの設定 

 
 

6. オペレーティングシステムを再起動して、変更を検証します。 

SQL Serverブラウザサービスの起動 

iIMCが SQL Server2012の名前付きインスタンスに接続できるようにするには、SQL Serverのインストール完了後

に SQL Serverブラウザサービスを開始する必要があります。 

SQL Serverインストールプロセス中に SQL Serverブラウザサービスのスタートアップの種類を自動に設

定した場合は、インストールの完了後に SQL Serverブラウザサービスを開始する必要はありません。 

SQL Serverブラウザサービスを起動するには、次の手順に従います。 

1. スタート > すべてのプログラム > Microsoft SQL Server2012 > SQL Server Configuration 

Managerを選択します。 

2. ナビゲーションツリーから SQL Serverサービスを選択し、メインペインで SQL Serverブラウザを右

クリックして、ショートカットメニューからプロパティを選択します。 
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図４９ SQL Serverブラウザのプロパティダイアログボックスの起動 

 
 

3. サービスタブをクリックし、開始モードで自動を選択します。 

図５０ SQL Serverブラウザサービスの開始モードの設定 

 
 

4. 閉じる、をクリックします。 

ダイアログボックスが閉じます。 

5. SQL Serverブラウザを右クリックし、ショートカットメニューから開始を選択します。 
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図５１ SQL Serverブラウザサービスの起動 

 
 

SQL Serverサービス起動アカウントの変更 

iMCがリモート SQL Serverデータベースを使用するようにスーパーユーザーを指定する場合、ユーザー

はデータベースサーバー上のすべてのディスクに対する書き込み権限を持っている必要があります。これ

を保証するには、組み込みのローカルシステムアカウントを使用して SQL Serverサービスを起動するよう

に構成する必要があります。 

組み込みのローカルシステムアカウントを使用して起動するようにSQL Serverサービスを構成するには、

次の手順に従います。 

1. スタート > すべてのプログラム > Microsoft SQL Server2012 > Configuration Tools > SQL Server 

Configuration Managerを選択します。 

2. ナビゲーションツリーから、SQL Server Servicesを選択します。 

メインペインには、SQL Serverによってインストールされたサービスが表示されます(図５２を参照)。 

図５２ SQL Serverによってインストールされるサービス 

 
 

3. SQL Serverサービスを右クリックし、ショートカットメニューからプロパティを選択します。 

SQL Serverのプロパティダイアログボックスが開きます。 
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4. ログオンタブをクリックします。 

5. ビルトインアカウントリストからローカルシステムが選択されていることを確認します。 

6. 閉じる、をクリックします。 

図５３ ログオンタブ 

 
 

7. SQL Serverサービスを再起動して構成を検証します。 

SQL Serverサービスの再起動 

1. スタート > すべてのプログラム > Microsoft SQL Server2012 > Configuration Tools > SQL Server 

Configuration Managerを選択します。 

2. ナビゲーションツリーから、SQL Server Servicesを選択します。 

3. メインペインで SQL Server(MSSQLSERVER)を選択します。 

4. ツールバーの Restart serviceアイコンをクリックします(図５４を参照)。 
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図５４ SQL Serverサービスの再起動 

 
 

スーパーユーザーの作成 

SQL Serverデータベースには、saという名前のデフォルトのスーパーユーザーがあります。iMCインスト

ール中にデータベースアクセス用の別のユーザーを指定するには、まずログインユーザーを作成し、SQL 

Server上のユーザーに管理者権限を付与します。 

スーパーユーザーを作成するには: 

1. スタート > すべてのプログラム > Microsoft SQL Server2012 > Microsoft SQL Server 

Management Studioを選択します。データベースログインダイアログボックスが開きます(図５５を参

照)。 

図５５ ログインダイアログボックス 
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2. 認証でSQL Server認証を選択し、ログインユーザー名を選択してパスワードを入力し、接続をクリッ

クします。 

Microsoft SQL Server Management Studioページが開きます。 

3. ナビゲーションツリーで Securityノードを展開し、Loginsを右クリックして、ショートカットメニューから

New Loginを選択します(図５６を参照)。 

図５６ Microsoft SQL Server Management Studioページ 

 
 

ログインユーザーを追加するためのページが開きます(図５７を参照)。 
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図５７ ログインユーザーの追加 

 
 

4. 全般ページで、ログイン名を入力し、SQL Server認証をクリックしてパスワードを設定し、次回ログイ

ン時にユーザーがパスワードを変更する必要がある、をオフにします。 

iMCがパスワードを正しく識別できるように、パスワードに次の文字が含まれていないことを確認して

ください。 

 左山カッコ(<) 

 右山カッコ(>) 

 縦棒() 

 タブ(\t) 

5. ナビゲーションツリーで、サーバーロールを選択します。 
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図５８ サーバーロールの設定 

 
 

6. sysadminを選択し、OKをクリックします。 

ユーザーにはデータベース管理者権限が付与され、Microsoft SQL Server Management Studioの

ナビゲーションツリーのセキュリティ > ログインノードに表示されます。 

図５９ 新しいユーザーの表示 
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SQL Server2012のアンインストール 

1. スタート > コントロールパネル > プログラムのアンインストールと変更 > アンインストールと変更、を

選択します。 

2. Microsoft SQL Server2012(64ビット)を選択し、アンインストール、をクリックします。 

同じ手順に従って、図６０に示す赤いボックスに表示されている他のプログラムをアンインストールし

ます。 

図６０ Uninstall/Change機能を使用した SQL Server2012のアンインストール 
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よくある質問 

データベースのデフォルトインスタンスは別のアプリケーションで使用されます。名前付きインスタンスを

使用してデータベースをインストールする方法は? 

名前付きインスタンスを使用する場合のインストール手順は、デフォルトインスタンスを使用する場合のイ

ンストール手順に似ています。次の情報は、相違点のみを示しています。 

1. Setup Support Rulesチェックが完了したら、Nextをクリックします。 

Installation Typeページが開きます(図６１を参照)。 

図６１ Installation Typeページ 

 
 

2. 新規インストール、または共有機能の追加を選択し、次へ、をクリックします。 

3. プロダクトキーを入力し、ライセンス条項に同意してから、セットアップロールを選択します。 

Feature Selectionページが開きます。 
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図６２ Feature Selectionページ 

 
 

4. 図６２に示すフィーチャーを選択し、次へ、をクリックします。 

Instance Configurationページが開きます(図６３を参照)。 
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図６３ Instance Configurationページ 

 
 

5. 名前付きインスタンスを選択してインスタンス名を入力し、Instance root directoryを設定して Next

をクリックします。 

Server Configurationが開きます。 

図６４ Server Configurationページ 
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6. 図６５に示す SQL Serverサービスのアカウント名を設定し、Nextをクリックします。 

Database Engine Configurationページが開きます(図６５を参照)。 

図６５ Database Engine Configurationページ 

 
 

7. 認証モードで混合モードを選択し、ユーザーsaのパスワードを入力します。パスワードに次の文字が

含まれていないことを確認してください。 

• 左山カッコ(<) 

• 右山カッコ(>) 

• 縦棒() 

• タブ(\t) 

データディレクトリーData FILESTREAMタブのデフォルト設定を使用します。次の設定手順は、デフ

ォルトインスタンスの場合と同じです。 

コンピュータ名の変更はデータベースに影響しますか?データベースを復元する方法は? 

SQL Serverを実行しているコンピュータの名前を変更すると、データベース操作が失敗する場合がありま

す。 

データベースに保存されているコンピュータ名を更新するには、次の手順を実行します。この例では、古い

コンピュータ名は SERVER_1で、新しいコンピュータ名は SERVER_2です。 

1. CMDウィンドウを開き、次のスクリプトを実行します(ログインユーザー名は sa、パスワードは

iMCpass)。 

osql -Usa -PIMCpass 

select @@SERVERNAME 

go 

インタフェースに古いコンピュータ名 SERVER_1が表示されます。 

2. 次のコマンドを実行して、データベースに保存されているコンピュータ名を変更します。 

sp_dropserver @server=‘SERVER_1’, @droplogins=NULL 
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go 

sp_addserver @server=‘SERVER_2’, @local='local', @duplicate_ok= 'duplicate_OK' 

go 

exit 

古いコンピュータ名 SERVER_1が削除され、新しいコンピュータ名 SERVER_2が追加されます。 

3. データベースを復元するには、Windowsサービスマネージャで SQL Serverサービスを再起動しま

す。 

iMCのインストール中に、MS SQL Server is not Installed Correctly, MS SQL SERVER Service 

does not existというメッセージが表示されます。この問題を解決するにはどうすればよいですか。 

MSSQLSERVER文字列は、Microsoft SQL Serverのデフォルトインスタンス名です。このメッセージは、

デフォルトインスタンスを選択したが、インスタンスが存在しないことを示しています。デフォルトインスタン

スを選択せずにインスタンス名 ABCを指定すると、MSSQL$ABCが表示されます。 

この問題を解決するには、SQL Server Configuration Managerでデフォルトのインスタンス名をチェックし、

IMCのインストール中に正しいインスタンス名を指定します。 

iMCのインストール中に、Database Service MS SQL SERVER Is not Configured to Be Started 

with Local System というメッセージが表示されます。この問題を解決するにはどうすればいいですか。 

IMC 用のデータベースファイルを作成するには、MSSQLSERVER サービスをローカルシステムで開始し、

ローカルディスクへの書込み権限を持っている必要があります。そうでない場合、IMC をインストールでき

ません。 

この問題を解決するには、次の手順に従います 

1. スタート > すべてのプログラム > Microsoft SQL Server2012 > Configuration Tools > SQL Server 

Configuration Managerを選択します。 

2. SQL Server構成マネージャで、SQL Server(MSSQLSERVER)を右クリックし、プロパティを選択し

ます。 

3. プロパティダイアログボックスのログオンタブで、ビルトインアカウントを選択し、一覧からローカルシ

ステムを選択します。 
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図６６ プロパティダイアログボックス 

 

4. 閉じる、をクリックします。 

ダイアログボックスが閉じます。 

5. SQL Serverサービスを右クリックし、再起動を選択します。 

iMCのインストール中に、ADO1.5コンポーネントが現在のシステムに見つかりません。問題を解決する

には?というメッセージが表示されます。 

IMC は ADO1.5 を使用してデータベースに接続します。ADO1.5 はオペレーティングシステムによって提

供されます。 

このメッセージは、ADO1.5が破損していることを示します。この問題を解決するには、ホストに ADOを再

インストールしてください。 

iMCのインストール中に、プロバイダが見つかりません。問題を解決するにはどうすればよいですか?とい

うメッセージが表示されます。 

このメッセージは、MDACがサーバーにインストールされていないか、MDACのインストールが破損してい

ることを示します。MDACの破損は通常、アプリケーションプログラムがMDACの部分バージョンをインス

トールしようとしたときに発生します。 

この問題を解決するには、Microsoft Webサイトからインストールプログラムmdac_typ.exeをダウンロー

ドし、MDAC を再インストールします。MDAC のインストールが失敗した場合は、次の手順を実行してくだ

さい。 

1. Windowsエクスプローラで、C:\WINDOWS\infフォルダーを開きます。このフォルダーは非表示にな

っている可能性があります。 

2. mdac.infファイルを右クリックし、インストールを選択します。 

Service Pack CDまたは現在のオペレーティングシステムからファイルを選択できます。 

 Service Pack CDからファイルを選択するには、CDドライブから i386ディレクトリを探します。た

とえば、CDドライブが Dの場合は、ディレクトリ D:\i386を選択します。 
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 現在のオペレーティングシステムからファイルを選択するには、参照をクリックしてファイルを選

択し、再試行をクリックします。 

インストール中に、次のファイルを配置する必要があります。 

− ファイル名:adccoffee.inc 

場所:C:\Program Files\Common Files\System\msadc 

− ファイル名:adochambers.inc 

場所:C:\Program Files\Common Files\System\ado 

− ファイル名:msdadc.dll 

場所:C:\Program Files\Common Files\System\ole db 

− ファイル名:dao360.dll 

場所:C:\Program Files\Common Files\Microsoft shared\dao 

− ファイル名:handler.reg 

場所:C:\Program Files\Common Files\System\msadc 

− ファイル名:oledbjvs.inc 

場所:C:\Program Files\Common Files\System\ole db 

− ファイル名:MDACRdMe.htm 

場所:このファイルが見つからない場合は、ファイル MDACReadme.htmの名前を

MDACRdMe.htmに変更します。 

3. インストールが完了したら、オペレーティングシステムを再起動します。 
 

4.  注: 

エラーメッセージが表示されない場合、MDACのインストールは成功しています。 
 

5. 問題が解決しない場合は、MDACコンポーネントチェッカーを使用してMDACインストールの問題を

特定します。 

a. MDAC Component Checker cc_pkg.exeをMicrosoft Webサイトからダウンロードします。 

b. ファイルを C:\ComponentCheckerディレクトリに解凍します。 

c. コンポーネントチェッカーダイアログボックスで、最初のオプションを選択し、OKをクリックします。 

図６７ コンポーネントチェッカーダイアログボックス 
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解析の実行後、不一致情報が「ファイルの詳細」に表示されます。この情報は、MDACのインス

トールに潜在的な問題があることを示しています。 

図６８ ファイルの詳細の下の情報が一致しません 

 
 

d. MISMATCHをクリックして、メインペインにファイルを表示します。これらのファイルバージョンは

MDACバージョンとは異なります。 

− 不一致フィールド列には、予想されるファイルバージョンが表示されます。 

− ファイルバージョン列には、実際のファイルバージョンが表示されます。 

6. バージョンの不一致情報をMDACインストールで解決できない場合は、対応するディレクトリにファ

イルをコピーします。 

a. 解凍ファイルmdac_typ.exeからmdacxpak.cabファイルを見つけ、WinZipを使用して

mdacxpak.cabファイルを解凍します。このファイルには、重要なMDACファイルのほとんどが含

まれています。 

b. 解凍されたファイルをMISMATCHに表示されている対応するパスにコピーします。 

c. オペレーティンシステムを再起動します。 

7. 問題を解決できない場合は、オペレーティングシステムとデータベースを再インストールするか、ヒュ

ーレットパッカードエンタープライズサポートに連絡してください。 

iMCのインストール中に、bcp.exeの実行に失敗しました。データベースツールがインストールされていま

せん。またはMS SQL Serverのインストール後にWindowsが再起動されていません。問題を解決する

にはどうすればいいですか?というメッセージが表示されます。 

IMCでは、bcp.exeツールを使用してリモートデータベースサーバーにアクセスする必要があります。問題

を解決するには、次のいずれかの方法を選択します。 

• 方法 1:に示すように、クライアントツールをSQL Serverクライアントにインストールします。インストー

ル後にクライアントソフトウェア bcp.exeを有効にするには、Windowsを再起動します。 
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図６９ Feature Selectionページ 

 
 

• 方法 2:に示すように、iMCサーバーにODBCドライバとMS SQL Cmd Utilityをダウンロードしてイ

ンストールするには、https://www.energyen-us/download/details.aspx?id=52676にアクセスしてく

ださい。 

図７０ ODBCドライバとMS SQL Cmdユーティリティのダウンロード 
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iMCのデータベースパスワードを更新する方法は? 

データベース管理ツールを使用して iMC コンポーネントのデータベースパスワードを変更した後、

pwdmgr.bat を実行して、iMCサーバー上の server-addr.xml ファイルのパスワードを更新します。このフ

ァイルは、iMC インストールパスの\common\conf ディレクトリにあります。このファイルには、暗号文内の

すべての iMCコンポーネントのデータベースパスワードが格納されています。 

次の例では、データベースの IP アドレスとして 192.168.20.107 を使用します。dbpassword 文字列は

imc_configユーザーの新しいデータベースパスワードを表します。config_db文字列はデータベース名を

表します。データベースの IPアドレスと名前は server-addr.xmlファイルから取得できます。 

図７１ IMCのデータベースパスワードの更新 

 
 

IMC が分散モードで配置されている場合は、すべての IMC サーバーでデータベースパスワードを更新す

る必要があります。 

Microsoft Gold Standardサーバーに SQL Serverをインストールできない理由 

Microsoft Gold Standard サーバーに SQL Server をインストールするには、表１に示すように、SQL 

Serverをインストールする適切な権限を持つシステムユーザであることを確認してください。 

表１ ユーザー権限 

ローカルポリシーオブジェクトの表示名 ユーザー権限 

バックアップファイルとディレクトリ SeBackupPrivilege 

プログラムのデバッグ SeDebugPrivilege 

監査ログとセキュリティログの管理 セキュリティ特権 

 

 


